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卒業研究題目
教師間の知識共有のための授業意図の可視化に関

する研究

本研究は，暗黙的になりがちである教師の授業意図を可視化することにより，教師間の
知識共有を支援するシステムを構築することを目標としている．

教師は授業の質や指導能力の向上のために，自身の見方や考え方の枠組み意味を問い直
し授業経験を吟味することで，実践を通じて学んでいると言われている．また，その学び
の中では個人的な活動だけではなく，他者の授業方法などの知見を共有することも重要で
あると言われている．そのような知見の一つの共有手段として学習指導案がある．実際の
学習指導案の一例を図１に示す．この学習指導案には授業計画が書かれているが，その背
景や状況，経緯などの設計意図に関する情報は暗黙的になりがちである．これは，学習指
導案に記述できる分量に制約があることや，設計意図は言語化が困難である，ということ
が挙げられる．このような背景から，本研究では，学習指導案では暗黙的な設計意図の情
報を補足し，表出・共有できるようにすることを目的としている．この目的を実現するた
めに，授業計画の設計意図を表現するための枠組み，設計意図と実際の学習指導案との対
応関係の記述，対応関係を可視化する環境の構築を行った．

先行研究である OMNIBUSオントロジーで定義されている設計意図を表現する枠組み
に基づいて，設計意図と学習指導案の対応付けを行う．OMNIBUSオントロジーでは，設
計意図を学習目標の分解構造を表す木構造で記述している．これをシナリオモデルとよ
ぶ．このシナリオモデルと実際の学習指導案の対応関係を提示するためにその対応関係の
種類を整理すると共に，具体的な対応関係を記述するためのデータ構造を設計した．

実装した可視化環境を図２に示す．上記のデータ構造を用い，授業の意図と学習指導案
の対応関係を双方向で可視化することと，授業意図と学習指導案の関係を様々な粒度で可
視化する環境を構築した．左側が設計意図を木構造で表現したシナリオモデルであり，右
側が学習指導案である．左側のモデルの黒枠で囲まれた部分と，右側の学習指導案側の黄
色にハイライトされている部分が対応している部分である．このように，教師が学習指導
案をより深く理解し，知識共有を促進することを目的として，シナリオモデルと学習指導
案の対応関係をハイライトして提示することができるシステムの開発を行った．

図１ 学習指導案の一例（一部）

図２ 画面構成


